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現 主人公マリーには、その小柄で華奢

代な体躯とは対照的に強い1言念を持った

の女性がはまり役のイザベル・ユベール

フ （「ポヴァリー夫人」） その東欧的な

ラ顔立ちと巧みに操るポーランド訛りのフ

ソランスt吾で、等身大の“キュリー夫人”

スを生き生きと魅力的に現代に蘇らせた

映夫ピエールにシャルル・ベルリング（「リ

画ディキュール」）純朴で誠実な科学者

界の抑えた濱技から、妻への深い愛情が

を観る者に伝わってくる。そして、 2人が通

代う研究室のあるバリ物理化学学校の

表校長シュッツにフィリップ・ノワレ（「イル・

すポスティーノ」）とんでもない俗物ぷり

るを前面に押し出しながら、そのユーモラ

演スで愛嬌のある持ち味で不思謹と厭味

技を感じさせない

派 本作をフランス特有のエスプリを利

3 かせて上品に仕上げたのは、クロード・
人ピノトー監督（「ラ・ブーム」）。撮影は

‘名匠ピエール・ロム（「シラノ・ド・ベル

¥._ ジュラックJ)が担当、ウラジミール・コス

¥._ マ（「ディーパ」）の軽やかなピアノ旋

韮律が全編を心地よく包み込む
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